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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　被写体の像を生成する光学システムに於いて、
　　（Ａ）第１レンズと（Ｂ）複数の第２レンズとを有し、
　　　前記第１レンズ（Ａ）は、
　　　（ａ）第１位置に中心を有する球形状の第１レンズ要素と、
　　　（ｂ）前記第１位置に湾曲中心を有し均一厚さの入口レンズ・シェルと、
　　　（ｃ）前記第１位置に湾曲中心を有し均一厚さの出口レンズ・シェルと、
を有し、
　　　前記第１レンズ要素は、
　　　　（ｉ）前記第１位置に湾曲中心を有する第１表面を有する第１半球と、
　　　　（ｉｉ）前記第１位置に湾曲中心を有する第２表面を有する第２半球と、
を有し、
　　　前記第１レンズ要素は、通過する光に第１量の第１収差を与え、
　　　前記第１レンズ要素は、前記入口レンズシェルと出口レンズ・シェルの間に入り、
　　　前記第１レンズ要素と入口レンズ・シェルと出口レンズ・シェルは、一体となって
前記第１レンズを通過する光に、前記第１量よりも小さい第２量の第１収差を与え、
　　　前記複数のレンズ（Ｂ）は、前記第１レンズを介した被写体の像を一体となって形
成し、前記複数の第２レンズの各々は独自の光学軸を有する
ことを特徴とする光学システム。
【請求項２】
　　　前記第１収差は球面収差である
ことを特徴とする請求項１記載の光学システム。
【請求項３】
　　　前記第１収差は色収差である
ことを特徴とする請求項１記載の光学システム。
【請求項４】
　　　前記第１レンズ要素は、前記第１レンズ要素を通過する光に第３量の第２収差を与
え、
　　　前記第１レンズ要素と入口レンズ・シェルと出口レンズ・シェルは、全体として第
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１レンズ要素を通る光に、前記第３量より小さい第４量の第２収差を与える
ことを特徴とする請求項１記載の光学システム。
【請求項５】
　　　前記第１収差は球面収差であり、前記第２収差は色収差である
ことを特徴とする請求項４記載の光学システム。
【請求項６】
　　　前記出口レンズ・シェルは、第１シェル層と第２シェル層を有し、
　　　前記第１シェル層と第２シェル層は、均一な厚さを有し、
　　　前記第１シェル層と第２シェル層は、エアギャップで分離されており、
　　　前記エアギャップは、前記第１レンズが第１波長、第２波長、第３波長に対し、第
１焦点距離を有する大きさでかつそのように配置される
ことを特徴とする請求項１記載の光学システム。
【請求項７】
　　　前記第１レンズ要素と入口レンズ・シェルと出口レンズ・シェルは、全体として色
収差と球面収差を除いたアポクロマティクに配置されている
ことを特徴とする請求項６記載の光学システム。
【請求項８】
　　　（Ｃ）複数のセンサー列を更に有し、
　　　　　　前記複数の第２レンズの各々は、前記複数のセンサー列のそれぞれの上に被
写体の一部を結像する
ことを特徴とする請求項１記載の光学システム。
【請求項９】
　　　前記複数のセンサー列は、球形状の第２配列で配列される
ことを特徴とする請求項８記載の光学システム。
【請求項１０】
　　　被写体の像を生成する方法に於いて、
　　（Ａ）第１位置に単一中心の第１レンズを用意するステップと、
　　（Ｂ）被写体の複数のサブイメージを形成するステップと
を有し、
　　　前記第１レンズは、球形状の第１レンズ要素と、入口レンズ・シェルと、出口レン
ズ・シェルとを有し、
　　　前記第１レンズ要素は、
　　　　（ｉ）前記第１位置に湾曲中心を有する第１表面を有する第１半球と、
　　　　（ｉｉ）前記第１位置に湾曲中心を有する第２表面を有する第２半球と、
を有し、
　　　前記複数のサブイメージのそれぞれは、複数の第２レンズの１つにより形成され、
　　　前記複数の第２レンズは、前記第１レンズを通して被写体の一部を結像し、
　　　前記複数の第２レンズの各々は、独自の光学軸を有し、
　　　前記第１レンズは、前記第１レンズ要素が前記第１レンズ要素を通過する光に第１
量の第１収差を与えよう、配置され、
　　　前記第１レンズは、一体となって第１レンズを通る光に、前記第１量より小さい第
２量の第１収差を与える
ことを特徴とする被写体の像を生成する方法。
【請求項１１】
　　　前記第１収差は、球面収差又は色収差の一方である
ことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　　　前記第１レンズは、前記第１レンズ要素が前記第１レンズ要素を通過する光に第３
量の第２収差を与えよう、配置され、
　　　前記第１レンズは、一体となって第１レンズを通る光に、前記第３量より小さい第
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４量の第２収差を与える
ことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　　　前記出口レンズ・シェルは、第１シェル層と第２シェル層を有し、
　　　前記第１シェル層と第２シェル層は、エアギャップで分離されている
ことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　　　前記第１レンズ要素と入口レンズ・シェルと出口レンズ・シェルは、全体として色
収差と球面収差を除いたアポクロマティクであり、
ことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１５】
　　　（Ｃ）複数のサブイメージを被写体の一部のデジタル表示に変換するステップと、
　　　（Ｄ）前記複数のデジタル表示に基づいて、被写体の合成デジタル表示を形成する
ステップと
を更に有する
ことを特徴とする請求項１０記載の方法。


	header
	written-amendment

